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生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.182

人権作品集「おもいやり」完成
　市内小・中学校の児童生徒の代表による人権作文・標語・ポスターの作品を収めた作品
集「おもいやり」の令和3年度版が完成しました。
　各学校での人権教育の成果により、子どもの持つ鋭い感性と人権感覚豊かな優れた代表
作品集となっています。作品集をご覧いただき、子どもたちのみずみずしい感覚をもと
に、改めて人権について考えてみましょう。「おもいやり」は市内小中学生がいる全家庭
に配付するとともに、各地区公民館・生涯学習センターなどで配布（無料）しています。

市内NPO法人「ビーイング」と秋間公民館が表彰されました
　安中市家庭教育支援チーム「ビーイング」と秋間
公民館が文部科学大臣表彰を受賞しました。
　「ビーイング」は、当事者およびその家族に対す
る一人一人に寄り添ったひきこもり支援活動が評価
されての受賞となりました。
　秋間公民館は、地域の歴史を辿る「みんなの秋間
学」の取組が、地域への誇りと郷土愛を育む優れた
活動として認められました。

安中市少年少女合唱団　令和4年度 団員募集
　安中市少年少女合唱団は、学校も学年も異なる仲間で構成されています。共通点は「歌うことが好き」という
こと。学校が違ってもみんな仲良しです。皆さんの入団をお待ちしています。
募集人員▶ジュニアクラス（小学校1～3年生）、シニアクラス（小学校4年生～高校生）
練習時間▶
ジュニアクラス（月3回 水曜日 午後6時～7時）、シニアクラス（月3回 水曜日 午後6時～7時30分）
練習場所▶安中市文化センター　大会議室・視聴覚室
年間行事▶合唱フェスティバル、童謡フェスティバル、定期演奏会など
団費▶ジュニア：1,200円／月、シニア：1,500円／月
申込方法▶
団員募集用紙を保育園と小学校に配布しました。在籍する
学校か□松 生涯学習課に申込用紙を提出してください。
※新型コロナウイルス感染拡大のため、今年度の定期演奏
会は中止になりました
問合せ▶
□松 生涯学習課社会教育係（☎内線2242）
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【
ひ
と
こ
と
助
言
】

☆
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
、
番
組
内
で
「
返
品
可
能
」
な
ど
と
紹
介

さ
れ
て
い
て
も
、
「
未
開
封
・
未
通
電
に
限
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

条
件
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

☆
番
組
内
で
は
重
要
事
項
の
表
示
が
小
さ
か
っ
た
り
、
表
示
時
間
が
短

か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
商
品
の
印
象
や
価
格
の
お
得
感
ば

か
り
に
気
を
取
ら
れ
ず
、
冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

☆
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
は
な
く
、
返
品
に
つ
い
て
は
事
業
者
の
定
め
た
ル
ー
ル
に
従
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
電
話
で
注
文
す
る
際
に
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
返
品
条

件
な
ど
を
改
め
て
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
「
見
守
り
新
鮮
情
報
」
第
4
1
3
号
か
ら
作
成
）

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
事
例
】

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
「
1
週

間
以
内
返
品
可
能
」
と
言
っ
て
い
た

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
を
購
入
し
た
。

う
ま
く
使
え
な
い
た
め
返
品
を
申
し

出
た
が
「
通
電
し
た
商
品
は
返
品
で

き
な
い
。
テ
レ
ビ
画
面
で
も
表
示
し

て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。
番
組
を
録

画
し
て
い
た
の
で
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
最
後
に
小
さ
な
文
字
で
表
示
さ

れ
て
い
た
が
、
気
づ
か
な
か
っ
た
。

使
用
し
な
い
と
使
い
心
地
は
わ
か
ら

な
い
。
返
品
し
た
い
。

テ
レ
ビ
シ
ョッ
ピ
ン
グ
　返
品
条
件
を
よ
く
確
認
！

（本文イラスト：黒崎 玄）

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第132回

　
こ
の
度
、
安
中
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
の
代
表
と

し
て
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、

安
中
市
の
男
女
共
同
参

画
に
対
す
る
取
り
組
み
等
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
安
中
市
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
市
民
に

向
け
て
効
果
的
な
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
男
女
共
同
参
画
が
推
進

さ
れ
て
い
く
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
*と
い
う
取
り
組
み
が
企

業
や
団
体
に
浸
透
し
、
そ
の
活
動
が
社
会
全
体
に

広
が
り
始
め
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
２
０
３

０
年
ま
で
に
達
成
す
る
「
世
界
共
通
の
目
標
」
と

し
て
国
連
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
目
標
5
と

し
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
と
女
児
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で

に
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
現
場
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
に
向
け
た
E
S
D（
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育
）へ
の
取
り
組
み
や
導
入
が
進
ん
で
お

り
、
安
中
市
で
も
教
育
委
員
会
を
中
心
に
そ
れ
ら

の
活
動
が
進
ん
で
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後

も
世
界
的
な
取
り
組
み
を
意
識
し
な
が
ら
、
事
業

を
進
め
て
い
く
こ
と
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
仕
事
で
保
育
園（
こ
ど
も
園
）を
運
営
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
保
育
士（
保
育
教
諭
）は
女
性
比

率
が
高
く
、
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
を
常
に
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
産
休
・
育
休
は
希
望
者
全
員

が
取
得
し
て
お
り
ま
す
し
、
子
育
て
中
の
保
育
士

が
働
き
や
す
い
よ
う
に
労
働
時
間
等
も
柔
軟
に
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
保
育
園（
こ
ど
も

園
）で
は
働
く
家
庭
を
支
援
す
る
機
能
が
主
軸
と
な

り
ま
す
の
で
、
保
護
者
が
安
心
し
て
就
労
で
き
る

よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
子
ど
も
達
に
も
「
男
の
子
だ
か
ら
、
女
の

子
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
古
い
考
え
で
の
保
育
で
は

な
く
、
男
女
に
関
係
な
く
多
様
な
文
化
を
認
め
合

え
る
保
育
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
学
校
現
場
で

も
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
た
教
育
が
進
め
ら
れ
る
中
、
子
ど
も
達

に
は
多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
、
性
差
に
関
係

な
く
協
力
し
て
学
び
を
深
め
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
…
持
続
可
能
な
開
発
目
標
。

　Sustainable D
evelopm

ent G
oals

の
略

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
教
育
と
保
育

－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－
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文

▲人権作品集「おもいやり」


